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令
和
元
年
、
東
日
本
台
風
に
よ
る
千
曲
川

の
氾
濫
で
は
霞
堤
か
ら
溢
れ
た
水
で
住
宅
が

冠
水
し
、旧
海
津
城
跡
側
の
堤
防
が
決
壊
し
、

地
域
の
歴
史
を
認
識
す
る
重
要
性
が
問
い
か

け
ら
れ
た
。
本
稿
は
、
流
域
治
水
と
街
づ
く

り
が
連
動
す
る
意
義
と
そ
の
課
題
に
つ
い
て

紹
介
す
る
。

１
．
流
域
全
体
か
ら
み
た
霞
堤
の
意
義

　
２
０
１
９
年
に
台
湾
の
研
究
者
と
千
曲
市

の
被
災
地
を
視
察
し
た
際
に
、「
日
本
の
霞

堤
は
、
世
界
で
も
唯
一
の
開
か
れ
た
堤
防
と	

い
う
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
遺
産
で
あ
る
」と
の

指
摘
を
受
け
た
。
霞
堤
は
増
水
し
た
河
川
か

ら
、
納
税
が
免
除
さ
れ
た
水
田
な
ど
へ
と
本

来
の
流
れ
と
は
反
対
方
向
に
水
を
逃
が
す
仕

組
み
で
あ
る
。
下
流
に
集
中
す
る
増
水
し
た

流
れ
と
反
対
に
水
を
逃
が
す
の
で
、
堤
防
や

田
畑
の
表
土
は
破
壊
さ
れ
ず
、
洪
水
の
集
中

や
堤
防
の
決
壊
を
避
け
ら
れ
る
。

　

加
え
て
河
川
本
体
の
流
量
が
減
る
と
、
豊

か
な
土
壌
を
残
し
つ
つ
、
自
然
排
水
で
き
る
。

ま
た
霞
堤
は
、
河
川
の
合
流
部
や
、
狭
窄
部

な
ど
水
位
が
上
昇
し
易
い
部
分
で
、
川
の
左

右
に
少
し
ず
ら
し
て
配
置
さ
れ
る
の
で
、
下

域
全
体
の
リ
ス
ク
を
合
理
的
に
減
ら
す
こ
と

が
で
き
る
。
川
の
左
右
で
堤
防
強
度
が
異
な

り
旧
海
津
城
側
だ
け
が
決
壊
し
た
今
回
の

ケ
ー
ス
と
は
対
照
的
に
全
体
に
平
等
な
リ
ス

ク
分
散
と
言
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
洪
水
緩
和
と
排
水
の
両
立

は
土
地
利
用
間（
例
え
ば
農
地
と
河
川
、
増

水
し
て
も
冠
水
し
な
い
微
高
地
の
住
宅
）の

適
切
な
連
携
に
よ
り
実
現
す
る
。
残
念
な
が

ら
、
現
代
の
細
分
化
さ
れ
た
行
政
区
分
と
法

体
系
で
は
そ
の
実
現
が
難
し
い
。

２
．
流
域
全
体
で
の
排
水
量
の
増
大

　

現
代
社
会
に
お
け
る
排
水
機
構
は
、で
き

る
だ
け
早
く
水
を
集
め
、
排
水
す
る
た
め
に
、

全
体
的
に
み
れ
ば
、
結
果
的

に
流
域
下
流
部
で
洪
水
氾
濫

を
発
生
さ
せ
る
。
ア
メ
リ
カ
・

テ
キ
サ
ス
州
ウ
ッ
ド
ラ
ン
ド
で

は
、
雨
水
浸
透
が
な
く
、
洪
水

な
ど
の
リ
ス
ク
が
小
さ
い
エ
リ

ア
に
住
宅
が
開
発
さ
れ
る
よ

う
な
ル
ー
ル
が
設
定
さ
れ
た
。

１
９
９
７
年
以
降
、
水
が
浸
透

し
や
す
い
土
地
に
も
住
宅
開
発

が
拡
大
し
、
流
域
の
雨
水
流
出
量
が
１・
５

倍
に
増
加
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

３
．
今
後
の
流
域
治
水
へ
の
ヒ
ン
ト

　

今
回
の
千
曲
川
に
お
け
る
洪
水
の
背
景
に

は
、
上
流
部
に
お
け
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装

な
ど
に
よ
る
排
水
量
の
増
大
と
、
水
が
一
時

的
に
逃
げ
込
む
場
所
の
喪
失
な
ど
が
関
連
す

る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
加
え
て
霞
堤
に
は

数
百
年
も
残
さ
れ
て
き
た
合
理
性
や
、
文
化

的
な
意
義
も
高
い
。
単
な
る
減
災
効
果
だ
け

で
な
く
、
日
々
の
河
川
と
住
宅
と
の
連
続
性

や
、
そ
こ
に
残
る
生
物
多
様
性
も
併
せ
て
再

評
価
さ
れ
る
価
値
が
あ
る
。

　

朝
夕
に
渋
滞
が
起
こ
る
現
代
の
道
路
に
比

べ
て
、
河
川
や
背
景
の
山
並
み
が
次
々
と
移

り
変
わ
る
霞
堤
は
、
地
元
の
人
々
の
渋
滞
の

な
い
魅
力
的
な
生
活
道
路
に
も
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
、
多
面
的
な
価
値
と
千
曲
川
ら

し
い
川
辺
と
も
農
地
に
も
公
園
に
も
な
り
う

る
空
間
の
認
識
や
再
評
価
が
必
要
で
あ
る
。
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千
曲
川
決
壊
の
歴
史
的
背
景	

― 

透
水
性
と
洪
水
の
逃
げ
場
の
重
要
性 

―

上
原
　
三
知（
信
州
大
学
准
教
授
）

大
河
の
一
滴			

（
29
）

▲1947年の千曲市における霞堤と集落の
関係：矢印（太い）が千曲川の本線、矢印（点
線）は本線の水量が増加した場合のみ一時
的に水の逃げ場となる霞堤の開口部とそれ
を受け入れる水田。堤が開いているので、増
水量に応じて柔軟に浸水範囲を広げること
で破堤もなく、微高地上に立地する住宅の
冠水確率も小さい。



▲右二人目鉢巻き姿が大学1年生の筆者（1957年 
7月8日撮影、提供：しんぶん赤旗）

◆
砂
川
基
地
闘
争
と
は

　

こ
と
し
は
砂
川
闘
争
が
始
ま
っ
て
66
年
目

に
な
り
ま
す
。「
防
衛
白
書
」
の
年
表
に
は

１
９
５
５
年
の
欄
に「
５
月
８
日
砂
川
基
地

闘
争
始
ま
る
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当

時
、
国
中
の
耳
目
を
集
め
、
今
な
お
政
府
刊

行
物
に
も
記
述
さ
れ
て
い
る
「
砂
川
基
地
闘

争
」と
は
一
体
、
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

砂
川
闘
争
と
は
ア
メ
リ
カ
軍
立
川
飛
行
場

の
拡
張
を
め
ぐ
っ
て
、
足
か
け
15
年
に
わ
た

り
続
い
た
大
き
な
住
民
運
動
の
こ
と
を
指
し

て
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
軍

立
川
飛
行
場
の

前
身
は
大
日
本

帝
国
陸
軍
の
飛

行
場
で
し
た
。

１
９
２
２
年
、
当
時
の
立
川
村
と
砂
川
村
に

ま
た
が
っ
て
作
ら
れ
た
小
さ
な
飛
行
場
は
や

が
て
拡
大
強
化
さ
れ
て
、
太
平
洋
戦
争
の
と

き
に
は
軍
都
立
川
と
い
わ
れ
、
１
９
４
５
年

敗
戦
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
軍
に
占
領
さ
れ
て
か

ら
は
、
朝
鮮
戦
争
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
出
撃

拠
点
と
な
り
ま
し
た
。

　

朝
鮮
戦
争
休
戦
後
の
１
９
５
５
年
、
大
型

機
の
離
着
陸
の
た
め
に
更
に
滑
走
路
を
延
長

す
る
こ
と
が
ア
メ
リ
カ
軍
か
ら
要
求
さ
れ
た

の
で
す
が
、
砂
川
の
農
民
た
ち
は
、
強
制
収
用

の
た
め
の
土
地
測
量
に
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
抵

抗
し
、
裁
判
所
や
東
京
都
収
用
委
員
会
で
も

論
陣
を
張
っ
て
一
歩
も
譲
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
つ
い
に
、１
９
６
８
年
、ア
メ
リ
カ
軍
は
拡

張
を
あ
き
ら
め
、
翌
69
年
、
国
も
収
用
認
定

を
取
り
消
し
、
15
年
の
闘
い
に
終
止
符
が
打

た
れ
ま
し
た
。
や
が
て
ア
メ
リ
カ
軍
は
横
田

基
地
に
移
り
、
１
９
７
７
年
、
５
８
０
万
㎡

の
基
地
は
日
本
へ
全
面
返
還
さ
れ
た
の
で
す
。

◆
闘
争
に
み
る
特
筆
す
べ
き
四
つ
の
側
面

　

今
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
こ
の
闘
争
は
憲

法
と
の
係
わ
り
で
大
変
重
要
な
意
味
を
持
っ

て
い
た
と
言
え
ま
す
。

　

そ
の
第
一
は
国
家
と
対
決
し
て
住
民
の
生
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島
田　
清
作

島
田　
清
作
（
伊
達
判
決
を
生
か
す
会
共
同
代
表
）

（
伊
達
判
決
を
生
か
す
会
共
同
代
表
）				

砂
川
の
闘
い
の
今
日
的
な
意
義

砂
川
の
闘
い
の
今
日
的
な
意
義

～～「
歴
史
の
真
実
」を
歪
め
ぬ
学
習
運
動
を
！

「
歴
史
の
真
実
」を
歪
め
ぬ
学
習
運
動
を
！
～～

土地に杭は打たれても心に杭は打たれない土地に杭は打たれても心に杭は打たれない
〜〜「駐留米軍は憲法違反、基地立入りは無罪」の伊達判決と三権分立のゆくえ「駐留米軍は憲法違反、基地立入りは無罪」の伊達判決と三権分立のゆくえ 〜 〜

　現代史には脈動がある。ときに腐臭や血の匂いを放つ。学校教育や世間でも扱い
難く、記号化された「乾いた歴史」で済ますことが多い。無難だからである。これ
では、記憶の底に「歴史の真実」が泥のように沈殿していく。きれいな上澄みだけ
の歴史ではないのか、自ら脈をとって歴史の息吹を学ぶ特集とした…。



活
と
地
方
自
治
を
守
る
運
動
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

１
９
５
５
年
５
月
４
日
、
東
京
調
達
局

（
現
防
衛
省
北
関
東
防
衛
局
）
が
砂
川
町
の

宮
崎
伝
左
衛
門
町
長
に
基
地
拡
張
の
通
告

を
行
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
一
四
〇
戸
の
農

家
と
17
万
㎡
の
農
地
を
奪
い
、
町
の
中
心
を

通
る
都
道
五
日
市
街
道
を
分
断
す
る
も
の
で

し
た
。
町
長
は
す
ぐ
に
こ
の
通
告
を
地
元
住

民
に
説
明
し
ま
し
た
。

　

同
月
12
日
に
は
臨
時
の
町
議
会
が
開
催
さ

れ
、
満
場
一
致
で
反
対
を
決
議
し
、
町
議
会

議
長
を
委
員
長
と
す
る
反
対
闘
争
委
員
会
が

つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
宮
崎
町
長
は
、
調
達
局

が
土
地
収
用
の
た
め
に
行
う
立
入
り
調
査
に

反
対
し
て
公
告
を
拒
否
し
、
東
京
都
知
事
の

職
務
執
行
命
令
に
も
従
わ
ず
、
基
地
拡
張
の

た
め
の
一
切
の
法
的
手
続
き
を
拒
否
し
ま
し

た
。
砂
川
町
は
、
町
ぐ
る
み
で
ア
メ
リ
カ
軍

基
地
の
拡
張
に
反
対
し
た
の
で
す
。

　

第
二
は
、
自
由
と
権
利
を
自
ら
の
努
力
で

保
持
す
る
と
い
う
憲
法
第
12
条
の
実
践
で

あ
っ
た
こ
と
で
す
。
国
が
農
民
の
抵
抗
を
警

察
官
の
暴
力
で
排
除
し
て
測
量
を
強
行
し
て

い
っ
た
と
き
、
農
民
た
ち
は「
土
地
に
杭
は
打

た
れ
て
も
心
に
杭
は
打
た
れ
な
い
」と
い
う
青

木
市
五
郎
行
動
隊
長（
後
の
立
川
市
議
会
議

員
）の
言
葉
を
合
言
葉
に
し
て
、
団
結
を
崩

さ
ず
に
闘
い
続
け
ま
し
た
。

　

警
察
官
の
警
棒
に
打
擲
さ
れ
千
人
を
超

え
る
負
傷
者
が
出
ま
し
た
が
、
自
ら
も
重
傷

を
負
っ
た
日
本
山
妙
法
寺
の
西
本
敦
上
人
は

「
流
す
べ
き
血
は
流
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

失
う
べ
き
命
は
失
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
後
に
平
和
な
独
立
日
本
が
訪
れ
る
」
と

説
き
ま
し
た
。
万
余
の
労
働
者
、
学
生
、
市

民
が
砂
川
に
か
け
つ
け
、
誰
も
が
身
を
挺
し

て
自
由
と
権
利
を
守
ろ
う
と
し
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
豊
か
な
生
活
の
た
め
の

農
地
か
戦
争
の
た
め
の
軍
事
基
地
か
の
選
択

で
あ
り
、
非
戦
非
武
装
の
憲
法
か
日
米
安
保

条
約
か
の
選
択
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

砂
川
の
農
民
た
ち
は
戦
前
戦
中
は
旧
日
本

軍
に
、
戦
後
は
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
に
多
く
の

土
地
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
も

う
こ
れ
以
上
、
戦
争
の
た
め
に
土
地
を
提
供

す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
闘
い
の
中
で
、
東
京
地
方
裁
判
所
の

伊
達
秋
雄
裁
判
長
は
、「
駐
留
ア
メ
リ
カ
軍

は
憲
法
９
条
に
違
反
し
て
お
り
、
憲
法
上
そ

の
存
在
を
許
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
」と

い
っ
て
反
対
運
動
の
人
々
の
基
地
立
入
り
に

無
罪
の
判
決
を
言
い
渡
し
ま
し
た
。

　

第
四
に
砂
川
闘
争
は
大
衆
的
な
実
力
闘

争
と
法
廷
闘
争
の
結
合
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
の

人
々
の
共
同
行
動
と
い
う
面
で
も
特
筆
す
べ

き
も
の
で
し
た
。

　

地
元
の
農
民
、
労
働
者
、
学
生
が
無
法
な

測
量
と
そ
れ
を
擁
護
す
る
警
察
権
力
の
暴
行

に
徹
底
し
て
非
暴
力
で
抵
抗
し
た
の
と
併
せ
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砂川闘争の略年表砂川闘争の略年表 １�

９
４
５
年	

日
本
敗
戦
。
ア
メ
リ
カ
軍
が
立
川

進
駐
。
翌
年
、
農
地
を
奪
い
基
地
を
拡
張
。

１�

９
５
５
年
５
月
４
日	

政
府
が
砂
川
町
に
基
地

拡
張
通
告
。
５
月
８
日
砂
川
町
基
地
拡
張
反

対
同
盟
結
成
。

１�

９
５
６
年
10
月
12
〜
13
日	

暴
力
的
測
量
。

１�

９
５
７
年
７
月
８
日	

基
地
内
の
土
地
測
量
抗

議
で
労
働
者
・
学
生
の
デ
モ
隊
が
基
地
に
立

ち
入
り
。
同
年
９
月
22
日
23
人
が
逮
捕
さ
れ
、

内
７
人
を
刑
事
特
別
法
違
反
で
起
訴
。

１
９
５
９
年
３
月
30
日	

東
京
地
裁
伊
達
秋
雄

裁
判
長
は「
駐
留
米
軍
は
憲
法
違
反
、

基
地
立
入
り
は
無
罪
」
と
判
決
。
12
月

16
日
跳
躍
上
告
を
受
け
た
最
高
裁
は

伊
達
判
決
を
破
棄
し
地
裁
へ
差
し
戻
し

（
後
に
全
員
有
罪
が
確
定
）。

１�

９
６
８
年
12
月
15
日	

米
軍
司
令
官
が

立
川
基
地
の
拡
張
を
中
止
す
る
と
発

表
。

１�

９
６
９
年
12
月
１
日	

米
軍
は
飛
行
活

動
を
停
止
し
、
部
隊
を
横
田
基
地
へ

移
駐
。

１
９
７
６
年
７
月
31
日	

明
け
渡
し
請
求

訴
訟
を
し
て
い
た
滑
走
路
内
の
土
地
が
返
還
さ

れ
る
。

１�
９
７
７
年
11
月
30
日	

立
川
基
地
全
面
返
還
。

２�
０
０
８
年
４
月
10
日	

ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書

館
で「
伊
達
判
決
を
覆
す
た
め
の
日
米
密
約

文
書
」を
新
原
昭
治
さ
ん
が
発
見
。

２�

０
０
９
年
３
月	
伊
達
判
決
を
生
か
す
会
が
発

足
し
、日
本
政
府
に
関
連
文
書
の
公
開
請
求
。

２�

０
１
９
年
３
月	
国
家
賠
償
等
請
求
訴
訟
提
訴

（
原
告
：
土
屋
源
太
郎
、
椎
野
徳
蔵
、
坂
田

和
子
）。
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て
、
法
廷
で
も
総
評
弁
護
団
を
中
心
と
し
た

数
々
の
抵
抗
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
測

量
の
た
め
に
農
地
に
立
ち
入
っ
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
仮
処
分
申
請
、
東
京
都
が
な
し
た
土

地
収
用
の
た
め
の
公
告
の
取
消
し
請
求
、
内

閣
総
理
大
臣
が
な
し
た
収
用
認
定
取
消
し
請

求
、
飛
行
場
内
土
地
の
明
渡
し
請
求
、
東
京

都
収
用
委
員
会
の
審
理
裁
決
権
限
不
存
在

確
認
請
求
の
裁
判
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
64
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
収
用
委

員
会
の
審
理
に
は
、
毎
回
多
数
の
農
民
と
労

働
者
が
三
多
摩
労
協
の
借
り
上
げ
た
バ
ス
で

東
京
都
庁
ま
で
傍
聴
に
か
け
つ
け
、
66
年
暮

れ
ま
で
の
13
回
を
闘
い
抜
き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
も
防
衛
施
設
庁
に
よ
る
反
対
同
盟

へ
の
執
拗
な
切
り
崩
し
工
作
は
続
き
、
66
年

の
米
軍
機
墜
落
炎
上
事
故
を
き
っ
か
け
と
し

た
多
く
の
農
家
の
移
転
と
、
買
収
済
国
有
地

の
立
入
り
耕
作
禁
止
、
柵
設
置
の
通
告
を
契

機
に
、
現
地
は
10
年
ぶ
り
の
緊
張
に
つ
つ
ま

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、ベ
ト
ナ
ム
戦
争
反
対
闘
争
に

取
り
組
ん
で
き
た
三
多
摩
反
戦
青
年
委
員
会

は
、
反
対
同
盟
役
員
と
共
に
全
国
に
砂
川
の

危
機
を
訴
え
て
歩
い
て
現
地
で
の
集
会
を
盛

り
上
げ
、一
方
、
美
濃
部
亮
吉
東
京
都
知
事

の
出
現
に
よ
り
収
用
委
員
会
の
審
理
が
中
止

に
な
っ
た
こ
と
、ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
よ
る
ア
メ

リ
カ
財
政
の
逼
迫
な
ど
と
あ
い
ま
っ
て
、つ
い

に
68
年
の
拡
張
中
止
に
な
っ
た
の
で
す
。

◆
砂
川
闘
争
の
そ
の
後
と
今
日
的
課
題

⑴
米
軍
は
69
年
11
月
、
立
川
基
地
で
の
飛
行

活
動
を
停
止
し
全
部
隊
を
横
田
基
地
に
移
駐

さ
せ
ま
し
た
。
使
わ
な
く
な
っ
た
基
地
の
跡

地
に
つ
い
て
市
民
は
、
米
軍
か
ら
返
還
を
受

け
て
平
和
利
用
を
実
現
す
る
よ
う
国
に
働
き

か
け
た
の
で
す
が
、
国
は
米
軍
基
地
の
ま
ま

自
衛
隊
に
使
わ
せ
る
計
画
を
進
め
ま
し
た
。

　

立
川
市
議
会
は
71
年
10
月
、「
自
衛
隊
移

駐
反
対
」の
意
見
書
を
満
場
一
致
で
決
議
し
、

国
に
提
出
し
ま
し
た
が
、
72
年
３
月
、
陸
上

自
衛
隊
東
部
方
面
航
空
隊
が
強
行
移
駐
し
て

き
ま
し
た
。
立
川
市
は
76
年
１
月
、
米
軍
や

自
衛
隊
の
使
用
を
認
め
な
い「
立
川
基
地
跡

地
利
用
計
画
市
案
」
を
決
定
し
、
立
川
市
、

昭
島
市
、
東
京
都
の
三
者
で
協
力
し
て
実
現

し
て
い
く
方
針
を
固
め
ま
し
た
。

　

77
年
11
月
、
米
軍
か
ら
全
面
返

還
を
受
け
た
国
は
78
年
10
月
、
自

衛
隊
基
地
を
中
心
と
し
た
利
用
計

画
を
発
表
、こ
れ
に
対
し
て
市
民
は

「
基
地
の
な
い
市
案
」か「
基
地
中

心
の
国
案
」
か
を
住
民
投
票
で
決

め
る
こ
と
を
求
め
る
直
接
請
求
運
動
を
始
め

ま
し
た
が
、
79
年
２
月
、
市
議
会
は
直
接
請

求
条
例
案
を
否
決
、
結
局
、
跡
地
利
用
を
め

ぐ
る
市
民
の
意
向
は
無
視
さ
れ
、
ま
た
、
買

収
済
み
の
拡
張
予
定
地
や
未
利
用
跡
地
な
ど

は
未
だ
市
民
の
た
め
の
利
用
は
進
ん
で
い
ま

せ
ん
。

⑵「
駐
留
米
軍
は
憲
法
違
反
」
と
い
う
伊
達

判
決
も
そ
の
後
、国
に
よ
っ
て
踏
み
に
じ
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
１
９
５
７
年
７
月
８
日
、
基

地
内
土
地
の
測
量
に
抗
議
し
て
基
地
に
立
ち

入
っ
た
労
働
者
・
学
生
が
日
米
安
保
条
約
に

基
づ
く
刑
事
特
別
法
違
反
で
逮
捕
さ
れ
裁
判

に
な
っ
た
の
で
す
が
、
１
９
５
９
年
３
月
30

日
、
伊
達
判
決
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
60
年
安

保
改
定
の
交
渉
中
で
あ
っ
た
両
国
政
府
は
こ

の
判
決
に
狼
狽
し
、
最
高
裁
に
跳
躍
上
告
、

最
高
裁
は
同
年
12
月
16
日
伊
達
判
決
を
破

棄
し
ま
し
た
。
そ
し
て
１
ヶ
月
後
の
60
年
１

月
19
日
、
日
米
安
保
条
約
の
改
定
調
印
が
行

わ
れ
た
の
で
す
。

⑶
伊
達
判
決
か
ら
49
年
た
っ
た
２
０
０
８
年

４
月
、
国
際
問
題
研
究
者
の
新
原
昭
治
さ
ん

は
米
国
立
公
文
書
館
で
伊
達
判
決
に
か
か
る

多
数
の
秘
密
電
文
を
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
は
当
時
の
駐
日
米
大
使
が
本
国
の
国
務
長

官
あ
て
に
送
っ
た
も
の
で
、
伊
達
判
決
を
覆

す
た
め
に
藤
山
外
務
大
臣
や
田
中
最
高
裁
長

官
、
自
民
党
福
田
幹
事
長
な
ど
と
密
談
し
た

よ
う
す
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
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小金井太陽病院

医療法人社団　大日会

脳神経外科・一般内科・内科（消化器・循環器・呼吸器）
外科・リハビリテーション科・人工透析

日曜・祝祭日 休診
緊急、急患は随時受け付けております。（電話でご確認のうえご来院ください。）

※整形外科は月曜日のみ午後5時～6時45分まで受付を行っています。

整 形 外 科 午前9時～12時・午後3時～5時　水曜午前 休診

午前9時～12時
午後2時～ 5 時

小金井太陽病院
脳神経外科・一般内科・内科（消化器・循環器・呼吸器）
外科・整形外科・リハビリテーション科・人工透析・人間ドック

各種健康診断・予防接種・その他

▲父に抱かれた筆者

　

こ
の
こ
と
を
知
っ
た
砂
川
闘
争
の
関
係
者

ら
が
集
ま
っ
て「
伊
達
判
決
を
生
か
す
会
」を

つ
く
り
、
伊
達
判
決
を
今
の
時
代
に
蘇
ら
せ

よ
う
と
集
会
を
開
い
た
り
国
会
議
員
に
働
き

か
け
た
り
し
て
き
ま
し
た
。

　

日
本
政
府
各
省
庁
に
も
、こ
の
密
談
の
記

録
文
書
が
存
在
す
る
は
ず
だ
か
ら
そ
れ
を
開

示
す
る
よ
う
求
め
る
と
と
も
に
２
０
１
４
年

６
月
、
不
公
平
不
公
正
な
砂
川
裁
判
の
や
り

直
し
を
求
め
て
東
京
地
裁
に
再
審
請
求
を
し

ま
し
た
が
、
２
０
１
８
年
７
月
、
最
高
裁
に

よ
り
不
当
に
も
棄
却
さ
れ
ま
し
た
。

⑷
安
倍
政
権
は
、
歴
代
の
内
閣
や
国
会
の
論

議
を
覆
し
て
２
０
１
４
年
７
月
、
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
は
合
憲
で
あ
る
と
い
う
閣
議
決

定
を
行
い
、
２
０
１
５
年
９
月
に
は
安
保
法

制
の
制
定
を
強
行
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
の

根
拠
に
砂
川
裁
判
の
最
高
裁
判
決
を
ね
じ
曲

げ
て
悪
用
し
て
い
ま
す
。

　

最
高
裁
の
不
当
不
正
な
裁
判
に
よ
り
公
平

な
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
奪
わ
れ
た
砂
川
事

件
の
元
被
告
ら
３
人
は
、２
０
１
９
年
３
月
、

国
家
賠
償
請
求
の
訴
訟
を
起
こ
し
、
現
在
東

京
地
方
裁
判
所
で
進
行
中
で
す
。
こ
の
裁
判

を
通
じ
て
、
国
家
の
違
法
性
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
伊
達
判
決
を
現
在
の
世
に
蘇

ら
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

戦
後
一
貫
し
て
日
本
の
外
交
は
ア
メ
リ
カ
の

言
い
な
り
で
、
沖
縄
返
還
や
核
兵
器
持
込
で

も
多
く
の
密
約
が
あ
っ
た
こ
と
が
暴
露
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。
私
は
、
軍
事
同
盟
で
あ
る

日
米
安
保
条
約
を
破
棄
し
、
全
て
の
米
軍
基

地
を
撤
去
さ
せ
る
こ
と
が
砂
川
闘
争
か
ら
学

び
、
教
訓
を
生
か
す
こ
と
で
あ
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

◆
家
族
の
中
で
長
く
続
い
た
砂
川
事
件

　

１
９
５
６
年
生
ま
れ
の
私
が
な
ぜ
砂
川
事

件
裁
判
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
の
原
告
に
な
っ

て
い
る
の
か
、ま
ず
書
い
て
お
き
た
い
。

　

１
９
５
７
年
、
父
・
坂
田
茂
は
、
砂
川
事

件
で
逮
捕
・
起
訴
さ
れ
た
。
そ
の
こ
ろ
、
私

は
ま
だ
ゼ
ロ
歳
児
の
赤
ん
坊
だ
っ
た
か
ら
、そ

こ
で
起
き
た
こ
と
や
そ
の
後
の
こ
と
は
す
べ

て
長
じ
て
か
ら
父
と
母
か
ら
聞
い
た
。

　

ま
だ
明
け
切
ら
な
い
早
朝
に
社
宅
の
小
さ

な
部
屋
に
逮
捕
状
を
持
っ
て
突
然
や
っ
て
き

た
人
た
ち
、
応
対
し
た
母
の
驚
き
、
砂
川
事

件
と
は
米
軍
の
基
地
拡
張
に
反
対
し
た
闘
争

の
中
で
起
き
た
と
い
う
こ
と
、
そ
の
後
の
裁

判
な
ど
、私
は
事
の
経
緯
に
つ
い
て
時
を
遡
る

か
た
ち
で
知
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

父
は
当
時
、日
本
鋼
管
川
崎
製
鉄
所
労
働

組
合
の
執
行
委
員
と
し
て
砂
川
の
基
地
拡
張

反
対
闘
争
に
参
加
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
刑

事
特
別
法
違
反
で
起
訴
さ
れ
る
と
同
時
に
、

日
本
鋼
管
か
ら
解
雇
を
言
い
渡
さ
れ
た
。

　

解
雇
撤
回
を
求
め
た
裁
判
は
17
年
間
に
お

よ
び
、そ
の
間
、
学
校
の
教
師
な
ど
に「
お
父

さ
ん
は
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
」と
尋

ね
ら
れ
る
と
、
私
は
答
え
に
窮
し
た
も
の
だ
。

映
画「
悠
久
よ
り
の
愛
〜
脱
ダ
ム
新
時
代
」

立
川
で
上
映
会（
予
約
受
付
中
）

▼
日　
時
：
11
月
23
日（
火
、休
日
）13:

30
〜

▼
会　
場
：
立
川
市
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
１

Ｆ　
ア
イ
ム
ホ
ー
ル

（
Ｊ
Ｒ
中
央
線
立
川
駅
北
口
４
分
）

▼
入
場
料
：
＠
１
０
０
０
円（h-yazam

a	
@
oregano.ocn.ne.jp

又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
４
２-

３
８
１-

７
７
７
０
）で
氏
名・住

所
・
電
話
番
号
明
記
し
申
し
込
み
、先
着

１
５
０
人
締
切
。
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坂
田　
和
子

坂
田　
和
子
（
伊
達
判
決
を
生
か
す
会
共
同
代
表
）

（
伊
達
判
決
を
生
か
す
会
共
同
代
表
）				

最
高
裁
と
国
の
責
任
を
追
及
し
、伝
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い

最
高
裁
と
国
の
責
任
を
追
及
し
、伝
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い

～～
父
の
娘
と
し
て
、砂
川
国
賠
訴
訟
原
告
と
し
て

父
の
娘
と
し
て
、砂
川
国
賠
訴
訟
原
告
と
し
て
～～



▲坂田茂さんも寄稿した『砂川闘
争50年～それぞれの思い』、提
供：けやき出版。

裁
判
中
で
あ
る
こ
と
は
、
父
や
母
ば
か
り
で

な
く
、
私
た
ち
４
人
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
も
不
安
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
。
よ

う
や
く
解
決
し
解
雇
撤
回
と
な
っ
た
と
き
に

は
、
私
は
高
校
生
に
な
っ
て
い
た
。
父
と
私

た
ち
家
族
の
中
で
、
砂
川
事
件
は
長
く
続
い

て
い
た
の
だ
。

◆
田
中
耕
太
郎
の
密
談
が
発
覚
！　
父
の

死
と
再
審
請
求
、国
賠
訴
訟
へ
の
参
加

　

砂
川
事
件
か
ら
約
半
世
紀
た
っ
た
２
０
０

８
年
以
降
、
機
密
指
定
が
解
除
さ
れ
た
米
公

文
書
で
、田
中
耕
太
郎
裁
判
長
と
駐
日
米
大

使
が
密
談
し
、
裁
判
の
日
程
や
見
通
し
な
ど

を
相
手
側
に
伝
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

砂
川
事
件
の
裁
判
は
、
公
平
な
裁
判
所
に
よ

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。

　

こ
れ
ら
の
文
書
の
発
見
を
機
に
、
父
は
土

屋
源
太
郎
さ
ん
ら
と
と
も
に
情
報
公
開
を
求

め
た
り
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
た
り
と
精
力

的
に
活
動
を
始
め
た
。
し
か
し
、
再
審
請
求

準
備
中
の
２
０
１
３
年
の
２
月
に
、
父
は
急

逝
し
た
。
私
は
遺
族
と
し
て
再
審
請
求
に
参

加
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
そ
れ
は
、
私
自
身

の
中
に
も
司
法
を
揺
る
が
す
密
談
の
事
実
に

大
き
な
怒
り
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　

再
審
請
求
が
始
ま
っ
た
２
０
１
４
年
６
月

の
記
者
会
見
で
、
私
は
次
の
よ
う
に
話
し
た
。

　
「
父
が
生
き
て
い
れ
ば
大
喜
び
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
さ
ぞ
か
し
こ
の
場
に
い
た
か
っ
た
で

し
ょ
う
。
生
前
は
家
族
を
顧
み
な
い
こ
と
を

何
と
も
思
わ
な
い
ほ
ど
平
和
運
動
や（
川
崎

市
市
議
会
）議
員
活
動
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。

事
件
は
教
科
書
に
も
で
て
い
て
、『
お
父
さ
ん

が
関
わ
っ
た
』と
誇
ら
し
げ
に
語
っ
て
い
ま
し

た
。
判
決
が
集
団
的
自
衛
権
の
根
拠
と
さ
れ

た
こ
と
に
憤
り
を
感
じ
ま
す
が
、
裁
判
の
お

か
し
さ
を
強
調
す
る
好
機
で
す
」

　

父
が
や
り
た
か
っ
た
に
違
い
な
い
こ
と
を
私

が
引
き
継
ぐ
の
だ
、
と
い
う
思
い
は
も
ち
ろ

ん
あ
っ
た
。
で
も
、そ
れ
に
も
増
し
て
私
に
は

私
自
身
の
怒
り
が
あ
っ
た
の
だ
。

　

砂
川
事
件
の
最
高
裁
判
決

は
、
数
々
の
文
書
に
よ
り
公

平
な
裁
判
で
な
か
っ
た
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、免
訴
を

求
め
た
再
審
請
求
は
棄
却
さ

れ
、
免
訴
再
審
の
道
は
閉
ざ

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
結
果

に
は
ま
っ
た
く
納
得
が
い
か
な

い
ば
か
り
で
な
く
、
怒
り
さ
え
覚
え
て
い
る
。

亡
き
父
が
心
待
ち
に
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
報

告
を
、私
は
父
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。「
公
平
な
裁
判
所
の
裁
判
を
受
け
る
権

利
」
は
、
田
中
耕
太
郎
裁
判
長
に
よ
っ
て
侵

害
さ
れ
た
。
父
は
人
権
を
侵
害
さ
れ
、
名
誉

は
回
復
さ
れ
な
い
ま
ま
だ
。

　
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
、

ま
た
司
法
の
公
平
性
・
独
立
性
を
確
立
す
る

た
め
に
も
と
考
え
、
２
０
１
９
年
３
月
、
私

は
土
屋
さ
ん
ら
と
と
も
に
国
家
賠
償
請
求
訴

訟
を
起
こ
し
た
。
こ
の
11
月
に
は
第
５
回
口

頭
弁
論
が
開
か
れ
る
予
定
で
あ
る
。

◆
長
く
小
学
校
教
員
を
つ
と
め
て
き
た
者
と

し
て

　

私
は
、
長
年
小
学
校
の
教
員
を
つ
と
め
て

き
た
。
６
年
生
の
社
会
科
の
授
業
で
は
、
日

本
は
三
権
分
立
の
国
で
あ
る
と
教
え
て
き
た
。

で
も
、
裁
判
長
が
、
裁
判
の
一
方
の
当
事
者
に

裁
判
に
関
わ
る
重
要
な
内
容
を
伝
え
て
い
た

と
い
う
こ
の
事
実
を
鑑
み
る
と
、
私
が
教
え

て
き
た
こ
と
は
間
違
っ
て
い
た
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
事
実
と
し
て「
三
権
分
立
」
を

堂
々
と
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
国
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
２
０
０
８
年
に
米
公
文
書
館

か
ら
密
談
に
つ
い
て
の
文
書
が
発
見
さ
れ
た

と
き
、
私
は
大
変
驚
き
は
し
た
が
、
父
に
連

絡
し
た
り
父
た
ち
の
活
動
に
参
加
し
た
り
し

よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
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頃
私
は
自
分
の
仕
事（
小
学
校
教
員
）
と
所

属
す
る
研
究
会
で
の
研
究
・
学
習
会
や
、
教

師
の
働
き
方
改
善
に
向
け
て
の
活
動
な
ど
で

多
忙
を
極
め
て
い
た
か
ら
だ
。
父
が
元
気
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
私
は
自
分
の
や

る
べ
き
こ
と
に
没
頭
し
、
父
が
始
め
た
活
動

に
は
遠
く
か
ら
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
た
。

　

父
が
亡
く
な
っ
た
年
の
３
月
、
私
は
母
と

と
も
に
父
の
遺
影
を
抱
え
て
初
め
て「
伊
達

判
決
を
生
か
す
会
」
の
集
会
に
参
加
し
た
。

そ
の
と
き
か
ら
私
の「
砂
川
事
件
」
と
そ
の

後
の
経
緯
に
つ
い
て
の
新
た
な
学
び
が
始
ま
っ

た
。
60
年
安
保
を
闘
っ
た
大
先
輩
た
ち
や
弁

護
士
さ
ん
た
ち
か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
膨
大

で
、
と
き
に
難
解
で
も
あ
っ
た
が
、
喜
び
の
方

が
勝
っ
て
い
た
。
歴
史
の
大
き
な
分
岐
点
に

何
が
あ
っ
た
の
か
、そ
の
意
味
を
知
る
こ
と
で

も
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　

遅
れ
て
き
た
私
の
学
び
は
い
ま
も
そ
の
途

上
に
あ
る
。
さ
ら
に
、そ
の
途
上
に
お
い
て
私

に
は
新
た
な
役
割
が
あ
る
こ
と
に
も
気
づ
く

こ
と
が
で
き
た
。
諸
先
輩
た
ち
が
闘
い
、
明

ら
か
に
し
、い
ま
も
訴
え
続
け
て
い
る
こ
の
国

の
矛
盾
に
満
ち
た
安
保
政
策
と
司
法
の
過
ち

を
、
さ
ら
に
下
の
世
代
の
人
た
ち
に
も
伝
え

て
い
く
と
い
う
役
割
で
あ
る
。

　
い
ま
、
私
は
あ
る
大
学
の
教
育
学
部
で
非

常
勤
講
師
を
つ
と
め
て
い
る
。
講
義
の
内
容

は
道
徳
教
育
や
子
ど
も
の
発
達
と
指
導
法

に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
前
提
と
し

て
い
ま
子
ど
も
た
ち
は
ど
う
い
う
社
会
を
生

き
、ど
ん
な
困
難
を
抱
え
て
い
る
の
か
と
い
う

現
実
の
認
識
は
欠
か
せ
な
い
。
文
科
省
の
最

新
の
発
表
に
よ
る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
暴
力
、

い
じ
め
、
不
登
校
、さ
ら
に
自
殺
の
数
は
い
ず

れ
も
過
去
最
多
で
あ
る
。

　

子
ど
も
た
ち
の
抱
え
る
（
抱
え
込
ま
さ
れ

て
い
る
）生
き
づ
ら
さ
を
認
識
し
た
上
で
、こ

れ
か
ら
教
員
を
目
指
す
学
生
た
ち
が
学
ん
で

お
く
べ
き
こ
と
は
何
か
…
そ
ん
な
こ
と
を
考

え
な
が
ら
講
義
を
し
て
い
る
。

　

先
日
、
砂
川
事
件
と
裁
判
、
公
文
書
の
発

見
か
ら
再
審
請
求
、
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
に

い
た
る
一
連
の
で
き
ご
と
を
講
義
で
取
り
上

げ
た
。
そ
れ
は
一
見
教
育
学
部
の
講
義
に
ふ

さ
わ
し
く
な
い
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
教
師

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

を
作
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
役
割

に
つ
こ
う
と
し
て
い
る
学
生
た
ち
に
と
っ
て
、

歴
史
を
学
ぶ
こ
と
や
公
文
書
の
重
要
性
を
知

る
こ
と
は
大
い
に
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
っ

た
と
考
え
て
い
る
。

◆
学
び
な
が
ら
伝
え
る
役
割
を
果
た
し
、抗

い
続
け
る
決
意
を
胸
に

　
２
０
２
１
年
３
月
、
私
は「
原
田
真
知
子
」

と
い
う
筆
名
で
一
冊
の
本
を
出
し
た
。
36
年

間
の
教
育
実
践
の
う
ち
の
12
編
と
出
会
っ
た

大
人
た
ち
や
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
の
コ
ラ

ム
６
編
を
ま
と
め
た
そ
の
本
の
タ
イ
ト
ル
は

「『
い
ろ
ん
な
人
が
い
る
』
が
当
た
り
前
の
教

室
に
」（
高
文
研
）
と
い
う
。「
伊
達
判
決
を

生
か
す
会
」の
場
で
、こ
の
本
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
何
を
綴
っ
た
の
か
…
を
話
し

な
が
ら
、
基
地
問
題
や
司
法
の
不
正
を
告
発

し
て
闘
う
こ
と
と
、
私
が
教
育
と
い
う
場
で

声
を
上
げ
続
け
て
き
た
こ
と
と
、
そ
の
根
は

い
っ
し
ょ
な
の
だ
と
い
う
こ
と
に
私
は
気
づ
い

た
。

　

こ
の
国
の
貧
相
な
教
育
政
策
は
、
子
ど
も

た
ち
の
豊
か
な
学
び
も
の
び
の
び
と
成
長
す

る
環
境
も
奪
い
、
管
理
強
化
と
画
一
化
を
押

し
付
け
て
教
師
の
自
由
な
教
育
活
動
を
蹂
躙

し
て
い
る
。

　

私
は
、
教
育
と
い
う
場
で
ず
っ
と
そ
う
し

て
き
た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
大
先
輩
た
ち

に
学
び
な
が
ら
、
ま
た
若
い
世
代
に
伝
え
る

役
割
も
果
た
し
な
が
ら
、
こ
の
国
の
過
っ
た

選
択
に
対
し
て
抗
い
続
け
よ
う
と
決
意
を
新

た
に
し
て
い
る
。

※
１
９
５
６
年
生
ま
れ
。
神
奈
川
県
川
崎
市

在
住
。
全
国
生
活
指
導
研
究
協
議
会
研
究

全
国
委
員
。
砂
川
事
件
裁
判
国
家
賠
償
請

求
訴
訟
原
告
。
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◆
は
じ
め
に

　

千
曲
川
に
と
っ
て
耐
越
水
堤
防
が
復
活
し

た
昨
２
０
２
０
年
は
、
再
生
の
始
ま
り
の
年

と
し
て
後
年
、
思
い
起
こ
さ
れ
る
年
に
な
る

に
違
い
な
い
。
市
川
久
芳
氏
の
偉
業
を
し
の

び
千
曲
川
の
着
実
な
再
生
を
期
待
し
た
い
。

◆
越
水
し
て
も
決
壊
を
起
こ
さ
な
い
耐
越
水

堤
防

　

昨
年
５
月
千
曲
川
堤
防
が
決
壊
し
た
穂
保

地
点
に
誕
生
し
た
の
は
、
越
水
し
て
も
堤
防

決
壊
を
起
こ
さ
な
い
耐
越
水
堤
防
だ
。

　

20
年
前
ほ
ど
前
、
日
本
は
各
地
で
浸
水
被

害
が
相
次
い
だ
。
浸
水
対
策
の
切
り
札
と
し

て
登
場
し
た
の
が
耐
越
水
堤
防
だ
。

　

堤
防
は
表
法（
お
も
て
の
り
：
流
水
の
あ
た

る
川
側
の
斜
面
）に
は
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
護
岸

を
設
け
る
。
し
か
し
裏
法（
う
ら
の
り
：
人

家
側
斜
面
）に
は
、芝
生
を
植
え
る
だ
け
だ
。

　

も
し
洪
水
が
堤
防
を
越
え
れ
ば
裏
の
り
を

流
れ
る
水
流
は
斜
面
を
侵
食
し
、
堤
防
は
ほ

と
ん
ど
決
壊
す
る
。
決
壊
で
大
き
く
幅
を
広

げ
た
と
こ
ろ
か
ら
水
流
が
勢
い
よ
く
、
か
つ

莫
大
量
で
奔
し
る
。

　

耐
越
水
堤
防
と
は
裏
の
り
を
ブ
ロ
ッ
ク
な

ど
で
保
護
し
て
決
壊
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し

た
堤
防
の
こ
と
だ
。
20
年
前
に
は
河
川
局
治

水
課
に
良
心
的
な
技
術
者
が
集
ま
っ
て
い
た
。

　

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
堤
防
と
名
付
け
て
耐
越
水

堤
防
の
全
国
展
開
に
乗
り
出
し
た
。
し
か
し

２
年
後
こ
の
堤
防
が
川
辺
川
ダ
ム
建
設
計
画

の
妨
げ
に
な
る
こ
と
を
知
っ
た
ダ
ム
屋
官
僚

が
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
堤
防
を
凍
結
し
た
。
こ
の
あ

た
り
の
詳
し
い
い
き
さ
つ
は
文
献
1
）、
3
）

を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
以
後
20
年
余
、

陽
の
目
を
見
な
か
っ
た
耐
越
水
堤
防
が
千
曲

川
で
復
活
し
た
の
だ
。

◆
耐
越
水
堤
防
を
復
活
さ
せ
た
男

　

故
市
川
久
芳
氏
は
飯
山
市
大
字
天
神
堂

生
ま
れ
の
土
木
技
術
者
だ
。
飯
山
市
市
会

議
員
。
千
曲
川
・
信
濃
川
復
権
の
会
共
同

代
表（
２
０
１
５
年
よ
り
）。
長
野
生
コ
ン

の
工
場
長
も
兼
ね
て
い
た
。
彼
の
若
い
こ
ろ

（
１
９
８
２
年
）、
自
宅
近
く
の
千
曲
川

に
樽
川
が
合
流
す
る
あ
た
り
で
堤
防
が

決
壊
し
濁
流
が
家
を
襲
っ
た
。

　

体
の
不
自
由
な
父
を
家
族
の
協
力
で

２
階
に
あ
げ
、
隣
村
の
消
防
団
員
に
２

階
の
窓
か
ら
手
漕
ぎ
ボ
ー
ト
で
救
出
さ

れ
る
と
い
う
強
烈
な
体
験
を
持
つ
。
そ

の
翌
年
に
も
大
き
な
洪
水
に
見
舞
わ

れ
、
市
川
氏
は
水
害
の
な
い
故
郷
を
孫

子
に
渡
そ
う
と
息
の
長
い
活
動
を
始
め

た
。
そ
れ
が
堤
防
の
耐
越
水
化
だ
っ
た
。

◆
市
川
氏
の
耐
越
水
堤
防

　

市
川
氏
は
考
え
た
。
信
濃
川
は
し
ば

し
ば
決
壊
氾
濫
す
る
。
し
か
し
大
き
な

洪
水
を
全
て
治
め
る
よ
う
に
堤
防
を
大

き
く
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
せ

め
て
洪
水
が
堤
防
を
越
水
し
て
も
、
す

ぐ
決
壊
し
な
い
で
し
ば
ら
く
耐
え
て
ほ
し
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流
域
ス
ポ
ッ
ト〈
８
〉

千
曲
川
は
生
ま
れ
変
わ
る
か

千
曲
川
は
生
ま
れ
変
わ
る
か

～～		

耐
越
水
堤
防
を
実
現
し
た
市
川
久
芳
氏
の
偉
業

耐
越
水
堤
防
を
実
現
し
た
市
川
久
芳
氏
の
偉
業		

～～

石
崎　
勝
義

石
崎　
勝
義（
工
学
博
士
・
元
土
木
研
究
所
次
長
）

（
工
学
博
士
・
元
土
木
研
究
所
次
長
）				



い
。
そ
の
間
に
越
水
を
部
落
の
人
た
ち
に
知

ら
せ
れ
ば
逃
げ
る
事
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
、い
ま
の
堤
防
を
越
水
に
耐
え
る

よ
う
に
強
化
す
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
。
こ
れ

は
奇
し
く
も
20
年
前
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
堤
防

と
同
じ
発
想
だ
。
彼
は
簡
単
な
図
面
を
作
り

水
防
団
仲
間
と
県
の
河
川
事
務
所
な
ど
に
提

案
活
動
を
続
け
た
。
そ
ん
な
折
に
２
０
１
９

年
の
千
曲
川
決
壊
に
遭
遇
し
た
の
だ
っ
た
。

◆
被
災
住
民
や
長
野
市
議
会
を
動
か
し
た

市
川
式
越
水
堤
防

　

長
野
市
穂
保
で
決
壊
し
た
千
曲
川
堤
防
は

死
者
こ
そ
２
名
で
済
ん
だ
が
被
災
し
た
人
は

数
千
人
に
上
る
。
水
害
後
の
12
月
、
千
曲
川

河
川
事
務
所
が
発
表
し
た
復
旧
堤
防
案
は
裏

の
り
の
保
護
工
を
持
た
な
い
決
壊
す
る
堤
防

だ
っ
た
。
こ
れ
を
見
た
被
災
者
は
口
々
に「
決

壊
し
な
い
堤
防
」
を
要
求
し
た
。
市
川
氏
は

動
き
出
す
。
温
め
て
い
た
独
自
の「
決
壊
し
な

い
堤
防
」
案
を
カ
ラ
ー
で
印
刷
、
長
野
市
民

に
１
万
枚
配
っ
た
と
い
う
。２
月
に
も
カ
ラ
ー

版
で「
被
災
地
住
民
が
立
ち
上
が
る
の
は
い

ま
で
す
。「
決
壊
し
な
い
堤
防
」を
子
孫
に
残

し
て
下
さ
い
」と
１
万
枚
の
ビ
ラ
を
配
っ
た
。

　

こ
の
後
開
か
れ
た
２
回
の
被
災
住
民
の

集
ま
り
で
は（
１
回
目
は
４
０
０
人
、
２
回

目
は
３
０
０
人
）、
被
災
者
が
代
わ
る
代
わ

る
「
決
壊
し
な
い
堤
防
を
！
」
と
口
に
し
た
。

市
川
氏
の
声
は
長
野
市
議
会
に
こ
だ
ま
し

て
、と
う
と
う
長
野
市
長
が
新
聞
記
者
に「
決

壊
し
な
い
堤
防
が
望
ま
し
い
」
と
発
言
す
る

事
態
に
発
展
し
た
。
新
聞
を
見
た
河
川
事
務

所
は
そ
れ
ま
で
の「
決
壊
す
る
堤
防
」を
引
っ

込
め
、「
決
壊
し
に
く
い
堤
防
」で
施
工
す
る

と
発
表
し
た
。

◆
千
曲
川
の
再
生

　

河
川
事
務
所
は
決
壊
箇
所
を
中
心
に
そ
の

上
下
流
で
決
壊
し
な
い
堤
防
の
建
設
を
続
け

て
い
る
。
昨
年
７
月
に
は
狭
窄
部
に
溜
ま
っ

た
大
量
の
土
砂
を
掘
削
す
る
と
発
表
し
た
。

９
月
に
は
長
野
市
だ
け
で
な
く
飯
山
市
の
河

床
も
掘
削
す
る
と
発
表
し
た
。
千
曲
川
は
新

潟
県
に
入
る
と
信
濃
川
と
名
を
変
え
る
。
上

流
の
河
床
掘
削
を
見
て
、
下
流
の
信
濃
川
の

人
た
ち
が
心
配
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

河
川
事
務
所
は
新
潟
県
・
長
野
県
と
調

整
を
と
っ
て
進
め
る
と
い
う
。
こ
れ
は
大
事

な
こ
と
だ
。
こ
れ
ま
で
下
流
へ
の
配
慮
の
た

め
か
、さ
っ
ぱ
り
進
ま
な
か
っ
た
千
曲
川
の
改

修
が
動
き
だ
し
た
の
だ
。『
千
曲
川
へ
の
遺
言
』

を
著
し
た
中
沢
勇
氏
は「
な
ぜ
水
害
の
リ
ス

ク
が
増
大
し
、サ
ケ
が
戻
ら
な
い
か
！
」と
叫

ん
で
い
る
が
、い
ま
千
曲
川
は
本
格
的
な
再

生
の
道
を
歩
き
始
め
た
と
思
う
。

◆
市
川
久
芳
氏
は
い
ま
？

　

市
川
氏
は一昨
年
９
月
25
日
、逝
去
さ
れ
た
。

　

私
は
想
像
す
る
。
長
年
取
り
組
ん
で
き
た

千
曲
川
再
生
の
動
き
が
、い
ま
動
き
始
め
た

の
を
見
て
少
し
ホ
ッ
と
し
た
気
持
ち
で
お
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
、と
。
も
し
か
し
た
ら「
次

は
西
大
滝
ダ
ム
の
撤
去
だ
」
と
叫
ん
で
い
る

か
も
し
れ
な
い
。

　

ダ
ム
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
官
僚
や
業
者
は

ま
だ
い
る
が
、
大
方
の
技
術
者
や
国
民
は
も

う
ダ
ム
を
見
限
っ
て
い
る
。
市
川
久
芳
さ
ん

が
天
国
で
相
変
わ
ら
ず
千
曲
川
の
こ
と
を
見

守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
信
じ
て
筆
を

置
く
。

◆
参
考
文
献

１	

．
石
崎
勝
義「
堤
防
を
め
ぐ
る
不
都
合

な
真
実
―
な
ぜ
２
０
１
５
年
鬼
怒
川
堤

防
決
壊
は
起
き
た
か
？
」
科
学
12
月
号

２
０
１
９

２	

．
ま
さ
の
あ
つ
こ「
千
曲
川
決
壊
は
な
ぜ
起

き
た
の
か
」同
上

３	

．福
岡
賢
正「
川
辺
川
ダ
ム
計
画
を
め
ぐ
る

経
緯
」
科
学
９
月
号
２
０
２
０

４	

．
石
崎
勝
義「
治
水
計
画
を
め
ぐ
る
不
都

合
な
真
実
―
千
曲
川
水
害
か
ら
考
え
る
」

同
上

５	

．
中
沢
勇「
千
曲
川
へ
の
遺
言
」川
辺
書
林
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◆場所：�大阪市淀川区十三本町
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　　＊�初日、矢間プロデューサーが

舞台挨拶の予定。

映画「悠久よりの愛〜脱ダム新時代」
シアターセブンでロードショーが決定

●本会は、千曲川・信濃川の現状を憂い、河川を愛する人々、諸団体
等の叡智と情熱を結集し、名実ともに日本一の大河に復権させることを
目的とする。活動領域を本流にとどめず、「森・川・海とマチを結ぶ」ネッ
トワークに努める。水環境のあり方を問い直しつつ、超党派で「全原発
廃炉促進法」、「ダム撤去推進法」等の制定をめざす。
●本会の活動は会費及び寄付金等によって運営される。年会費は、下
記の通りとする。但し、年度途中で入会した場合にも同額とする。①正
会員:1口	1,000円を３口以上納めた方。②賛助会員:1口	1,000円を
１口以上納めた方。（現在、会員258人）

▲千曲川源流を登った甲武信岳頂上から
富士山を望む（撮影・矢間秀次郎）

あなたもご一緒に活動しませんかあなたもご一緒に活動しませんか
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読
書
の
友
　
　
　
―
あ
す
の
た
め
に
―

い
な
い
こ
と
に
さ
れ
る
私
た
ち

福
島
第
一
原
発
事
故
10
年
目
の「
言
っ
て
は
い
け
な
い
真
実
」

青
木　
美
希	

著

朝
日
新
聞
出
版
・
１
５
０
０
円
＋
税

「
日
米
安
保
と
砂
川
判
決
の
黒
い
霧
」

最
高
裁
長
官
の
情
報
漏
洩
を
訴
え
る
国
賠
訴
訟

吉
田　
敏
浩	

著

彩
流
社
・
１
５
０
０
円
＋
税

気
候
変
動
か
ら
世
界
を
ま
も
る
30
の
方
法

わ
た
し
た
ち
の
ク
ラ
イ
メ
ー
ト
・
ジ
ャ
ス
ティ
ス
！

国
際
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ　
Ｆ
ｏ
Ｅ　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ	

編

合
同
出
版
・
１
８
０
０
円
＋
税

　

す
で
に
昨
年
か
ら
「
復
興
五
輪
」
と
い
う

言
葉
が
、
政
府
要
人
の
口
か
ら
消
え
て
い
た
。

化
の
皮
が
は
が
れ
た
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う

か
。

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
10
年

が
過
ぎ
た
。「
復
興
」は
ど
こ
ま
で
進
ん
だ
の

か
、あ
の
時
、全
国
に
散
り
散
り
に
な
っ
た「
避

難
者
」
た
ち
は
今
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
置

か
れ
て
い
る
の
か
。
そ
ん
な
疑
問
を
持
つ
方
に

は
、ぜ
ひ
こ
の
本
を
お
勧
め
し
た
い
。

　

復
興
庁
が
把
握
し
て
い
る
「
避
難
者
数
」

が
、な
ぜ
か
く
も
実
態
か
ら
か
け
離
れ
、
少
な

い
数
に
な
っ
て
い
る
か
が
分
か
る
。

　
な
ぜ
、厚
生
労
働
省
が
発
表
し
て
い
る
「
避

難
者
の
自
殺
者
数
」が
、
事
実
と
異
な
っ
て
い

る
か
も
分
か
る
。

　

読
み
進
め
る
と
怒
り
も
湧
く
、
諦
め
に
似

た
吐
息
も
で
る
。
し
か
し
、
目
を
そ
ら
し
て

は
な
ら
な
い
の
だ
。
過
去
の
出
来
事
に
目
を

そ
ら
す
こ
と
に
慣
れ
て
き
た
私
た
ち
だ
が
、こ

ん
ど
ば
か
り
は
そ
う
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
そ
ん
な
覚
悟
を
迫
る
一
冊
だ
。

佐
藤　
和
雄（
編
集
委
員
）

　
土
地
測
量
に
反
対
す
る
人
々
が
米
軍
・
立

川
基
地
内
に
立
ち
入
っ
て
逮
捕
さ
れ
、
裁
判

に
な
っ
た
砂
川
事
件（
１
９
５
７
．
７
．
８
）。

第
一
審
は「
米
軍
の
駐
留
違
憲
、被
告
の
全
員

無
罪
」と
い
う「
伊
達
判
決
」（
１
９
５
９
．３
．

30
）と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
国
は

最
高
裁
へ
跳
躍
上
告
、「
伊
達
判
決
破
棄
、
東

京
地
裁
へ
差
戻
す
」（
１
９
５
９
．
12
．
16
）

と
の
判
決
を
下
す
。

　
こ
の
わ
ず
か
９
ヶ
月
の
間
に
何
が
あ
っ
た
の

か
。２
０
０
８
年
、
新
原
昭
治
氏
が
発
見
し

た
米
国
・
公
文
書
館
の
情
報
開
示
文
書
か
ら
、

日
本
の
最
高
裁
や
政
府
が
米
国
と
秘
密
裏
に

連
絡
を
取
り
あ
い
、
伊
達
判
決
を
葬
る
べ
く

奔
走
し
た
姿
が
浮
か
び
上
が
る
。有
罪
に
な
っ

た
元
被
告
た
ち
は
、こ
の
事
実
を
も
と
に
、政

府
に
文
書
開
示
を
求
め
る
が
拒
ま
れ
、
地
裁

へ
の
再
審
請
求
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の

後
２
０
１
９
年
に
は
、
砂
川
国
賠
訴
訟
を
お

こ
し
、
現
在
も
闘
い
を
継
続
し
て
い
る
。
本

書
は
、
砂
川
事
件
を
通
し
て
政
府
の
隠
蔽
体

質
を
照
射
し
て
い
る
。
現
代
を
問
う
一
冊
と
い

え
よ
う
。	

細
田　
伸
昭（
声
な
き
声
の
会
）

　

集
中
豪
雨
や
猛
暑
が
毎
年
の
よ
う
に
日
本

列
島
を
襲
い
、
災
害
が
頻
発
す
る
。
も
は
や

誰
も
が
気
候
変
動
に
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な

い
。
異
常
気
象
は
と
り
わ
け
Ｃ
Ｏ
２
な
ど
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
少
な
い
開
発
途
上
国

の
農
林
水
産
業
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
、
世

界
中
で
格
差
の
拡
大
が
進
む
。

　

本
書
で
は
地
球
温
暖
化
の
仕
組
み
と
異
常

気
象
と
の
関
わ
り
を
専
門
家
が
説
明
し
、
市

民
活
動
家
ら
に
よ
る
気
候
危
機
を
防
ぐ
取

り
組
み
を
紹
介
。
気
候
変
動
が
も
た
ら
す
世

代
間
、
南
北
間
の
不
公
正
を
正
す「
気
候
正

義
」を
訴
え
る
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ
さ
ん

ら
若
者
た
ち
の
行
動
に
も
触
れ
て
い
る
。
中

で
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
氷
河
流
出
や
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
森
林
火
災
な
ど
、
国
際
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ

「
Ｆ
ｏ
Ｅ
」の
各
国
メ
ン
バ
ー
ら
に
よ
る
現
場

リ
ポ
ー
ト
か
ら
は
、
世
界
を
と
り
ま
く
状
況

の
深
刻
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

も
と
も
と
は
小
中
学
生
向
け
の
入
門
書
と

し
て
作
ら
れ
た
が
、
社
会
人
に
も
ぜ
ひ
手
に

取
っ
て
欲
し
い一
冊
だ
。

山
口
　
昭（
正
会
員
）
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　全国各地に既存ダム2,752基、治水・利水の大義名分も多発する
水害で揺らぐ。もう国土にダム建設の適地はない。「人類の未来を阻
害するダム」を撤去する脱ダム新時代をひらくヒントが充満。故郷を愛
する人々への賛歌が響く・・・。

▲京都「志明院」田中真澄住職、
京都1000年の文化をかけて「鴨
川ダム」計画を白紙撤回させた。

～脱ダム新時代～

本映画の上映会を開催して下さる方を募集しています。
貸出条件や上映会のお申込みについては、上映委員会・矢間までご連絡を！

〒184-0012  東京都小金井市中町2-5-13
TEL・FAX:042-381-7770
https://yukyuyorinoai.art.blog/

▲気仙沼の漁師・畠山重篤さん。
「森は海の恋人」植樹祭を32年
前に始め、ダム建設を阻止した。

アップリンク吉祥寺（10月29日より）・京都（11月12日より）でロードショー！

　
一
緒
に
様
々
な
住
民
運
動
を
取
り
組
ん
だ

開
沼
淳
一
さ
ん
が
昨
年
７
月
に
亡
く
な
り
、

さ
み
し
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。
映
画
に
出
演

し
て
い
る
と
聞
き
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
頂
き
ま

し
た
。
夫
人
が
、
京
都
府
職
員
労
働
組
合
で

ダ
ム
阻
止
に
力
を
注
い
だ
こ
と
を
知
っ
て
ほ

し
い
と
、
取
り
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
も
う
一
度

会
い
た
い
。
声
が
聞
き
た
い
。

　

す
ぐ
に
年
金
者
組
合
城
陽
支
部
、
新
日

本
婦
人
の
会
城
陽
支
部
、く
ら
し
・
民
主
・

平
和
を
ま
も
る
城
陽
懇
話
会
で
上
映
実
行

委
員
会
を
作
り
ま
し
た
。
と
は
言
っ
て
も
、

ど
こ
も
様
々
な
運
動
で
手
い
っ
ぱ
い
。
会

場
・
上
映
の
手
配
、チ
ラ
シ
・
チ
ケ
ッ
ト
の

作
成
や
印
刷
は
各
団
体
の
意
見
を
聞
き
、

一
人
で
準
備
。
順
調
に
進
ん
で
い
た
の
に
、

緊
急
事
態
宣
言
！
一
ヶ
月
の
延
期
と
会
場

変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
チ
ラ

シ
と
チ
ケ
ッ
ト
配
布
の
協
力
団
体
に
連
絡

し
、残
り
は
ボ
ツ
。
会
場
を
取
り
直
し
、チ

ラ
シ・チ
ケ
ッ
ト
を
刷
り
直
し
、再
度
配
布
。

思
い
つ
く
範
囲
に
メ
ー
ル
そ
の
他
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
当
初
の
予
定
日
６
月

19
日
に
来
ら
れ
た
方
が
あ
り
ま
し
た
。

　

７
月
17
日
朝
、
実
行
委
員
会
で
会
場
づ
く

り
。
予
約
し
た
方
が
ほ
ぼ
来
て
下
さ
り
、
午

前
・
午
後
２
回
上
映
で
１
６
０
人
。
大
阪
・

三
田
・
生
駒
・
舞
鶴
・
亀
岡
な
ど
遠
く
か

ら
も
来
ら
れ
、
ダ
ム
問
題
へ
の
関
心
の
深
さ

と
、開
沼
さ
ん
の
つ
な
が
り
を
実
感
し
ま
し
た
。

「
開
沼
さ
ん
に
会
え
た
！
」
が
最
初
に
聞
こ

え
た
声
で
す
。

　

映
画
は
、
素
晴
ら
し
い
映
像
と
と
も
に
ダ

ム
に
対
す
る
考
え
が
深
ま
り
ま
す
。
船
酔

い
し
そ
う
だ
っ
た
と
い
う
方
が
い
る
く
ら
い
、

海
・
森
・
山
・
川
が
美
し
い
。
大
き
な
恩
恵

を
受
け
て
い
る
森
と
海
を
隔
て
て
は
い
け
な

い
。
お
い
し
い
海
産
物
も
海
水
浴
の
で
き
る

砂
浜
も
ダ
ム
で
せ
き
止
め
れ
ば
な
く
な
っ
て

ゆ
く
。
上
映
直
前
の
朝
ド
ラ
で『
森
は
海
の

恋
人
』が
出
た
り
、モ
デ
ル
に
な
っ
た
気
仙
沼

の
方
が「
○
〇
の
お
な
ま
え
」に
出
て
お
ら
れ
、

び
っ
く
り
で
し
た
。

　

鉄
鋼
業
界
と
セ
メ
ン
ト
業
界
の
た
め
の
ダ

ム
、
生
態
系
破
壊
の
ダ
ム
は
い
り
ま
せ
ん
。

滋
賀
県
の
大
戸
川
の
ダ
ム
も
本
当
に
必
要
で

し
ょ
う
か
？
大
企
業
の
利
権
で
進
め
ら
れ
る

公
共
事
業
は
税
金
の
無
駄
使
い
で
す
。

　

最
近
、ラ
ポ
ロ
ア
イ
ヌ
ネ
イ
シ
ョ
ン
の「
サ
ー

モ
ン
ピ
ー
プ
ル
」を
読
み
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
の

人
々
が
米
国
北
西
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
を
訪
ね
漁

業
権
回
復
を
学
ぶ
話
で
す
。
シ
ア
ト
ル
近
く

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
半
島
の
ダ
ム
を
こ
わ
し
鮭

を
呼
び
戻
し
た
の
で
す
。５
年
で
多
様
な
魚
・

鳥
が
帰
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

参
加
者
の
感
想「『
公
共
事
業
は
法
に
叶

い
、
理
に
叶
い
、
情
に
叶
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
』が
と
て
も
印
象
に
残
っ
た
」「
多
目
的
ダ

ム
が
公
共
性
を
か
ざ
し
、『
ダ
ム
完
成
で
も
う

安
心
』を
、い
つ
の
間
に
か
刷
り
込
ま
れ
て
き

た
。
防
災
に
必
要
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
衝

撃
的
で
し
た
」「
ダ
ム
建
設
は
、
防
災
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
確
保
に
必
要
だ
と
、
漠
然
と
し
た
思

い
で
し
た
。
今
回
、
ダ
ム
建
設
が
い
か
に
人
の

生
命
、
生
活
、
文
化
そ
し
て
自
然
環
境
を
破

壊
す
る
か
が
訴
え
ら
れ
、
粘
り
強
い
反
対
運

動
が
実
り
撤
去
が
実
現
し
た
事
実
も
知
ら
さ

れ
、
学
ぶ
点
が
多
く
あ
り
ま
し
た
」

　

鴨
川
の
ダ
ム
計
画
を
知
ら
ず
、
ダ
ム
の
功

罪
を
考
え
て
い
な
か
っ
た
が「
脱
ダ
ム
」を
語

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

＊
上
掲
写
真
は
左
よ
り
録
音
・
奥
井
義
哉
さ

ん
、
金
子
サ
ト
シ
監
督
、
撮
影
・
能
勢
広
さ

ん
、
右
端
が
志
明
院
・
田
中
真
澄
住
職（「
鴨

川
ダ
ム
」
建
設
予
定
地
に
て
）。
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●
映
画「
悠
久
よ
り
の
愛
」を
見
て
①

「開沼さんに会えた！」の歓声
―コロナ禍のもと160人が鑑賞

岡本　やすよ（城陽懇話会事務局長）



水 の 輪
　

砂
川
闘
争
が
起
き
た
の
は
１
９
５
５
年
。

在
日
米
軍
が
日
本
政
府
に
対
し
、ジ
ェ
ッ
ト

爆
撃
機
の
発
着
の
た
め
と
し
て
小
牧
・
横
田
・

立
川・
木
更
津
・
新
潟
の
5
飛
行
場
の
拡
張
を

要
求
し
た
こ
と
が
発
端
だ
っ
た
。立
川
市
北
方

の
砂
川
町（
当
時
。現
在
は
立
川
市
砂
川
。）で

は
砂
川
基
地
拡
張
反
対
同
盟
が
結
成
さ
れ
、

農
民
を
中
心
に
し
た
実
力
抵
抗
闘
争
が
行

わ
れ
た
。全
国
へ
の
支
援
要
請
も
行
わ
れ
、三

多
摩
労
協
の
労
働
運
動
部
隊
、全
学
連
の
学

生
部
隊
の
支
援
も
加
わ
り
国
の
拡
張
の
た
め

の
強
制
測
量
は
翌
年
阻
止
さ
れ
た
。さ
ら
に

１
９
５
７
年
に
全
学
連
の
学
生
な
ど
が
抗
議

行
動
中
、基
地
を
囲
む
柵
を
破
っ
て
敷
地
内

に
侵
入
し
た
と
し
て
23
名
が
逮
捕
さ
れ
、7
名

が
刑
事
特
別
措
置
法
で
起
訴
さ
れ
た
。

　

こ
れ
が
砂
川
事
件
だ
が
一
審
で
は
駐
留
米

軍
を
違
憲
で
あ
る
と
し
て
全
員
無
罪
の
判
決

が
出
さ
れ
た
。こ
れ
が
有
名
な
伊
達
判
決
で
あ

る
。そ
の
後
最
高
裁
へ
飛
び
越
し
上
告
さ
れ
判

決
は
有
罪
に
覆
っ
て
し
ま
う
。

　
こ
の
砂
川
闘
争
の
精
神
を
継
承
し
、現
地
で

は
同
盟
行
動
隊
長
や
代
表
を
務
め
た
故
・
宮

岡
政
雄
氏
の
私
有
地
に「
砂
川
平
和
ひ
ろ
ば
」

が
建
設
さ
れ
、現
地
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
学

習
会
、映
画
会
、子
ど
も
食
堂
な
ど
の
多
彩
な

活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

＊
上
掲
写
真
は
、「
流
し
そ
う
め
ん
」の
イ
ベ
ン

ト
。

●
主
な
開
館
日
時
＝
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分
、毎
週
土
曜
日
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分（
変
更
あ
り
）。

連
絡
先
＝
東
京
都
立
川
市
砂
川
町
１-

55-

２

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ	

０
４
２-

５
３
６-

３
１
６
７　

Email:sunagawa.heiwa@gmail.com

宮
岡（
福
島
）ま
で

＊
次
号
は「
木
力
館（
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
、

木
の
博
物
館〔
大
槻
忠
男
館
長
〕）」の
予
定
。

▼『週刊金曜日』の仕事で、立憲民主党の福山
哲郎幹事長にインタビューした。10月1日号の
特集「立憲民主党に足りないもの」の企画の一
つ。福山さんは間もなく還暦だ。「若く見えま
すね」と言うと、「アホやから」と関西弁で応じ
た。脱原発に関連して政府の第6次エネルギー
基本計画について聞いた。即座に「あんなもん、
ご破算」と吐き捨てるように。その言葉が一番
の収穫かな。	 （佐藤　和雄）
▼2018年に製作した映画『いのちの岐路に立
つ〜核を抱きしめたニッポン国』の原村政樹監
督がクラウドファンディングで1600人余の支
援を受け、このほど新作映画『食の安全を守る
人々』を完成公開（下掲写真©一般社団法人

心土不二）した。農薬の大幅規制緩和、種子
法廃止やゲノム編集食品の流通など国内外で
未来の子どもたちのために立ち上がった人々を
追うドキュメンタリー。自主上映会募集中！きろ
くびと☎047-355-8455。▼去る9月4日、小
会を支えてくださった神﨑隆洋会員が逝去、
ご冥福をお祈り申上げます。（矢間　秀次郎）
▼学生時代の友人たちとオンラインでおしゃ
べり会。「パンデミック下でのオリパラ強行ひ
どくない？」「全然復興五輪じゃないし！」「膨
大な予算はどこに消えた？」「私はスポンサー
C社の飲料は買わない」「私もA社の冷凍餃
子我慢してるよ」「有権者としては私たち弱い
けど、『お客様』の立場でなら闘えるはず」「頑
張ろう」。誓い合って散会した。▼本号は㈱
共同印刷所で5,500部印刷、次号は来年3月
の予定。	 （弓削　悦子）
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